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花言葉：上品、希少

茎が1～2cmほどと太く、藺草(いぐさ)に似ているため、太藺(ふとい)と名付けられまし
た。実際にはイグサ科ではなく、カヤツリグサ科の植物です。

葉がササの葉を思わせるため、「笹百合（ササユリ）」という名が付けられました。淡
紅色の美しい花を横向きに咲かせます。栽培がとても難しいとされている希少な花で
す。

花言葉：肥大、品位

名前の由来は、その姿が「撫でたくなるほどかわいらしい」ことから付けられました。
本種は主に河原に咲くことからカワラナデシコと呼ばれ、日本原産の品種です。

花言葉：可憐、大胆

花言葉：永遠の愛、気品

日本では古くから親しまれている花であり、観賞用だけでなく、漢方や家紋にも使われ
てきました。最近では、野生のものは絶滅危惧種に指定されている貴重な植物です。

名前の由来は、細かな花が集まって咲く様子が、京都の絞り染め「鹿の子絞り」（鹿の
斑点のような模様をぎっしり並べた絞り）に似ていることに由来しています。

花言葉：質素な美、密かな恋、努力、無益、はかなさ

テーマ ～水無月～


